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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 24, 17-20 April 2007 

 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

リン酸塩カテゴリー 

 
物質名、CAS No. 

リン酸モノアンモニウム（MAP）、CAS No. 7722-76-1 

リン酸ジアンモニウム（DAP）、CAS No. 7783-28-0 

ポリリン酸アンモニウム（APP）、CAS No. 68333-79-9 

過リン酸石灰（SSP）、CAS No. 8011-76-5 

重過リン酸石灰（TSP）CAS No. 65996-95-4 

 
化学式 

MAP: NH4H2PO4 

DAP: (NH4)2HPO4 

APP: 
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SSP: 主な構成成分:Ca(H2PO4)2. H2O /CaSO4.H2O 

TSP: CaHPO4.2H2O 

 
SIAR結論の要旨 

カテゴリー／類似物質の理論的根拠 

当該カテゴリーは、リン酸モノアンモニウム（MAP; CAS No. 7722-76-1）、リン酸二アンモニウム（DAP; 

CAS No. 7783-28-0）、ポリリン酸アンモニウム（APP; CAS No. 68333-79 -9）、過リン酸石灰（SSP; CASNo. 

8011-76-5）、及び重過リン酸石灰（TSP; CAS No.65996-95-4）から構成される。当該カテゴリーの全てのメ

ンバーは、主に又は排他的に肥料として使用され、そして環境pHに依存していくつかの異なるイオン種

[H3PO4、H2PO4-、HPO42-、HPO42-、又はPO43-]の間で平衡に達する1つの共通の官能基（リン酸）を有する。

したがって、当該カテゴリーの全ての化合物の化学反応は、共通のリン酸部分と共にカルシウム又はアンモ

ニアを形成する実際の解離生成物を除いて、同様である。しかし、アンモニウムイオンの存在は、観察され

る毒性に影響し、そのデータは、カテゴリーメンバーの毒性を安全側に代表するように使用される。 

 
典型的な環境条件下、当該リン酸塩はリン酸一水素（HPO42-）又はリン酸二水素（H2PO4-）として存在し、

環境の酸性度が上昇するにつれてH2PO4-に有利な平衡をもたらす。これらの条件下、リン酸（H3PO4）とリ

ン酸アニオン（PO43-）の割合は非常に低い。 
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3つのリン酸アンモニウムについて、pHが上昇するにつれて、イオン化されたアンモニウムのより多くの

部分が、非イオン化アンモニアに変換される。しかし、pHの上昇は、リン酸水素及びリン酸二水素の緩衝能

により制限される可能性がある。 

 
SSP及びTSPの場合、主な化合物であるカルシウム過リン酸塩（CAS No. 7758-23-8）及び硫酸カルシウム

のデータが、物理的化学的特性への対応を支援するために提示されている。 

 
ヒト健康 

リン酸塩は、オルトリン酸塩として消化管より吸収される。成人において、摂取したリン酸塩の約2/3が消

化管から吸収され、ほとんど全てが尿中に排泄される。 

 
ラットにおける急性経口LD50は、MAP、DAP及びAPPに関して、> 2,000 mg/kg bwであった。毒性の徴

候はみられなかった。MAP（LD50 = 3,250 mg/kg bw）を用いた追加の経口試験における臨床徴候には、鎮

静、痙攣、振戦、運動失調、衰弱を含んだ。ラットにおける急性経皮LD50は、> 5,000 mg/kg bwであった（MAP、

DAP及びAPPについて）。また、これらの経皮試験は、毒性の臨床徴候を示さなかった。 

 
リン酸塩は、動物試験において皮膚に対して軽度の刺激性及び眼に対して軽度から中程度の刺激性があり、

ヒトにおいては気道刺激性物質である。皮膚感作性に関して利用できる動物データはない。 

 
OECD TG 422に従って実施された胃管強制試験において、雌雄ラットは、35日（7日／週）にわたり、DAP

の0、250、750及び1,500 mg/kg bw*が投与された。雄において、活性化部分トロンボプラスチン時間は、750

及び1,500 mg/kg bw/dで減少した。雄でみられた血液化学的偏差には、アルカリホスファターゼ濃度（750

及び1,500 mg/kg bw/dで増加）、グルコース及び亜リン酸濃度（1,500 mg/kg bw/dで減少）及び総タンパク質

（高用量でのアルブミン／グロブリン比のわずかな増加を伴い、750及び1,500 mg/kg bw/dで減少）を含んだ。

雌における変化は、1,500 mg/kg bw/dでの亜リン酸濃度の低下及び有意ではないアルカリホスファターゼ濃

度の増加に限定された。胃の組織学的検査は、全ての用量で一部の粘膜刺激性を明らかにしたが、用量依存

性ではなかった。NOAELは250 mg/kg bw/dに設定された。 

 
類似の胃管強制試験（OECD TG 422に従う）において、顆粒状TSPが雌雄ラットに対して35日（7日間/

週）にわたり、0、250、750及び1,500 mg/kg bw*を投与された。雌雄共に1,500 mg/kg bw*で、血小板数が

増加し、活性化部分トロンボプラスチン時間は減少した。白血球は、雌において750及び1,500 mg/kg bw*で

増加した。好中球及び好塩基球数は、雌において1,500 mg/kg bw*で増加した。全血漿蛋白濃度は、雌雄共に

750及び1,500 mg/kg bw*で減少した。リン濃度は、雌雄共に750及び1,500 mg/kg bw*で減少した。カルシウ

ム濃度は雄において750及び1,500 mg/kg bw*で減少し、ビリルビン濃度は雌において1,500 mg/kg bw*で減

少した。1500 mg/kg bw*で雄は、運動活動の減少を示した。胃の組織病理学的検査は、おそらく、投与され

た試験物質製剤の刺激影響により、雌雄共に全ての用量濃度で変性／炎症影響を明らかにした；用量反応は

みられなかった。全ての投与群のほとんどの雄及び1投与群当たり1匹の雌の腎臓において、最小限の皮質尿

細管好塩基化（minimal cortical tubular basophilia）がみられた。リン又はカルシウムイオン不均衡に関連

すると思われる切歯のエナメル質の水平条紋（Horizontal banding）は、雌雄共に750及び1,500 mg/kg bw*

及び250 mg/kg bw*の1匹の雄においてみられた。全ての投与濃度での胃及び腎臓における変性変化により、
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NOAELは、< 250 mg/kg bw*と考えられる。 
JETOC注：mg/kg bwは、mg/kg bw/dが正と思われる。 

 
DAP工場作業者に実施された肺活量試験より、拘束性肺障害をもたらす長期ばく露の後に肺胞が影響を受

ける可能性があると結論付けられた。 

 
DAP及びTSPは、Ames試験において代謝活性化の有無にかかわらず陰性であり、そして染色体異常試験で

も陰性であった。 

 
上記のラットにおけるDAP及びTSPを用いた一般毒性及び発生／生殖の併合試験において、生殖への影響

は1,500 mg/kg bw/dまで報告されなかった。TSPは1,500 mg/kg bw/dの雌の児動物の体重の減少を示したが、

1,500 mg/kg bw/dまでのDAPについて発生影響はみられなかった。DAP及びTSPについての生殖毒性に関す

るNOAELは、1,500 mg/kg bw/dであった。発生毒性についてのNOAELは、TSPに基づき750mg/kg bw/dで

ある。 

 
環境 

このカテゴリーにおけるリン酸塩は水に可溶性であり（18 g/Lから完全混和）、その蒸気圧は最小限である

（リン酸アンモニウムは一部アンモニアガスを放出する可能性があるが）。これらのリン酸塩は、≧150 ℃で

分解し、それらの物理的状態は、液体であるAPP（20 ℃及び1,013 hPa）を除き固体である。環境中に放出

される全てのリン酸塩は、水と土壌の間に分布する。土壌に適用されたリン酸塩とアンモニウムは土壌粒子

に吸着される。アンモニアは、陽イオン交換によりリン酸塩よりも容易に土壌から放出される可能性がある。

高pHの天然水において、アンモニアを含むカテゴリーメンバーはアンモニア毒性を誘発する可能性がある。

土壌細菌はアンモニアを硝酸塩へ変換し、その硝酸塩は植物によって取込まれたり、微生物によって脱窒素

を受けて窒素及び亜酸化窒素ガスになる。 

 
水中において、リン酸塩は藻類の生長促進を導く、（アンモニウム及びリン酸イオンによって引き起こされ

る）富栄養化をもたらすことがある。藻類の分解は、次に、より低い溶存酸素濃度をもたらす可能性がある。

溶存酸素濃度が著しく低下した場合、他の水生生物の窒息が生じる得る。 

 
急性魚類試験において、Oncorhynchus mykissにおける96h LC50値は、MAP及びAPPについて、それぞれ

> 85.9及び> 101 mg/Lであった。幼若魚Cirrhinus mrigalaのDAPへのばく露では、21 ℃での96h LC50値と

して、稚魚（fry）で1,700 mg/L及び幼魚（fingerling）で1,875 mg/Lの値を与えた。 

 
商用グレードの過リン酸塩を用いたDaphnia carinataの急性試験において、72h EC50値は1,790 mg/Lであ

った。 

 
Pseudokirchneriella subcapitataを用いた急性藻類試験は、DAPについてNOEC値が97.1 mg/L、TSPにつ

いてNOEC値が87.6 mg/Lの結果をもたらした。 
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ばく露 

リン酸塩の世界市場は、年間約5,000万メトリックトンであると推定される。当該物質類は主に肥料として

使用されており、APPは肥料としてのみ使用されている。 

 
職業ばく露は、製造時及び肥料としての使用中に起こる。経皮及び吸入経路が、最も重要なばく露経路と

なる。 

 
環境ばく露は、囲場で使用される肥料の量、気候条件及び適用地域の水文学的条件に主として依存する。 

 
消費者ばく露は、食品添加物（MAP及びDAPは一般的に安全と認識されている; 21 CFR 582.1141）、肥料

の使用、飲料水及び歯科用セメント及び難燃剤における使用から生じ得る。 

 
勧告及び勧告の理論的根拠及び勧告された追加試験の性質 

ヒト健康：当該物質は、今後の作業の優先度は低い。当該化学物質はヒト健康に対して有害性を示す性質

を持つ（軽度の皮膚及び眼刺激性、並びに気道刺激性、反復投与毒性、及び児動物の体重変化）。これらの有

害性は、極端なばく露濃度においてのみ現れるため、追加作業の理由とはならない。しかし、これらの有害

性は化学物質安全の専門家や使用者に通知されるべきである。各国は、提供国によって示されなかったばく

露シナリオの調査を要求する可能性がある。 

 
飲料水を介したヒトへの亜硝酸塩と硝酸塩のばく露を評価する際、肥料としての当該化学物質類の使用を

考慮することが推奨される。 

 
環境：このカテゴリーに含まれる化学物質は、その低い有害性プロファィルに基づき、今のところ追加作

業の優先度は低い。しかし、富栄養化の可能性及び、リン酸アンモニウム化合物に関するより高いpHでのア

ンモニウム/非イオン化アンモニアの潜在的な毒性を考慮する必要がある。 

 
注記：追加のアンモニウム塩が、アンモニア化合物カテゴリーにおいてSIAM 24で検討されている。 
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